
介護報酬改定における主な論点（案）について

○ 診療報酬と同時改定となった平成30年度介護報酬改定においては、地域包括ケアシス
テムの推進を始めとする４つの項⽬を柱とし、改定を⾏った。

Ⅰ 地域包括ケアシステムの推進、 Ⅱ ⾃⽴⽀援・重度化防⽌に資する質の⾼い介護サービスの実現、
Ⅲ 多様な⼈材の確保と⽣産性の向上、 Ⅳ 介護サービスの適正化・重点化を通じた制度の安定性・持続可能性の確保

○ 令和３年度介護報酬に向けては、
・ 平成30年度介護報酬改定に関する審議報告（平成29年12⽉18⽇社会保障審議会介護給付費分科

会）における今後の課題や、
・ 介護保険制度の⾒直しに関する意⾒（令和元年12⽉27⽇社会保障審議会介護保険部会） 、
・ 認知症施策推進⼤綱（令和元年６⽉18⽇認知症施策推進関係閣僚会議決定）、
等を踏まえ、各サービス種類毎の論点とあわせ、以下のような分野横断的なテーマにつ
いて、議論していくことが考えられるのではないか。
※ 今後議論を進める中で変更することは想定される。

・ 地域包括ケアシステムの推進
・ ⾃⽴⽀援・重度化防⽌の推進
・ 介護⼈材の確保・介護現場の⾰新
・ 制度の安定性・持続可能性の確保
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